
（注）超手抜きなのでご了承ください。 

 

7章 偏微分 （定義編）  （ n
Rｎを と表記させていただきます） 

 

7.1 
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nRyx,  に対し、 yx, の距離 )( yx,d を xyyx, )(d で定義する 
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・A )( n
R が開集合Aの点は全て Aの内点(  AA ) 

             閉集合 AA   

 

・開集合 Aが連結であるA内の任意の２点が A内の曲線(折れ線)で結べる 

                             （弧状連結） 

 

・A )( n
R が連結な開集合の時、Aの領域という 

 

7.2 

・ ax  の時、  xf が Aに収束する(   A


x
ax

flim ) 

 「 D xax  000   A)(xf 」 



 

・  xf が ax  で連続   )(ax
ax

fflim 


 

   （   )()(00 axxax ffD ） 

 

・  xf が )( nRD で連続  xf はDの各点で連続 

 

・    xxR fDfD n で定義すると、: が )( nD R で一様連続 

「   )()(,00 xxxxxx ffD 」 

 

7.3 

・ ),(),(:),( yxfDbaDyxfD とし、で定義  aR2
が ax  で xに関して偏微

分可能 
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 )(),()( abafx   とおくとき  

この極限値を ))(,(),(),( ax  bayxyxf の における x 偏微分関数といい 
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・ xDf で:)(x 偏微分可能 D の各点で xについて偏微分可能 

 この時、 xyxfyxfyx x のを ),(),(),(  偏導関数といい、  
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のようにあらわす 

 

・ ),(),( bayxf が で全微分可能 
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BA 定数  

 

・ yx ffDCDyxf ,),( 1 で級でが  が存在して、連続 

・ mfCDyxf m の級でが ),( 次以下の偏導関数が全てDで存在して連続 


